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煩上皮肉腫は,舞妓に発生する比較的まかな陸揚で,

漁場を形成し,進行が緩徐であることから.感攻症とま

ちがわれやすく,迅速た外科的治療がなされず,限治手▲
術の機会を失')場合が少なくない.

われわれは,右手関節と左下腿発生の各1例の額上皮

でに,初発かド)3年を要しており,その間1例は放置,

1例は骨髄炎として不適切な治糠が長期間続けt､-)Ilてい

た.それぞれ 右前腕切断,左骨盤半側切断術後の現在

生存しているが.ともiこ経過中に難治性の気胸を併発し_,

カテーナノLによる持続脱気や肺部分縫縮術にもかかわとて)

で.再発を繰上返している.本腰壕の特徴であるりソバ

幣上皮肉腫の 5生率は約60,0,ら.であるが,長期予後が必ず

しもよ くたいだけに早期発見,早期治療が患要である.

5)肝 細 抱癌 に 対 す る CDDP･エ ビル ビシン

))ビオ ドー ル懸濁液 LCELSlの試作と臨
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演者 吊 ま,Cr)I)P･F)どす トーJL懸濁液 (CLS)を肝

細胞癌 に対 して応用 して きた.今回更に治療効果を高め

に両薬剤の徐放効果 を H的上した Cl)Dr'･王.:PI･りビ

オ ド- ,L懸濁液 (CELS)を試作 し,臨床効果を検討 し

た.in Tit.roの溶出試験L')結果か｢.'CI)DPでは,CLS

よりも CELS の方が溶出率が大きか一､た.この溶出率

五 EPIでは,Cl)i)Pほど徐放性が認めt､:'わなか-_)た.

末的血中 CDDPおよび ⅠミPl濃度の時間的推移の結果

か｢',投与後24時間までの肝かド〕の辛物の流出壷こtそれぞ

れ/16.0,61,65%'であった.副作用は静注法に比較 して低頻

度であった.(二T による画像診断所見かiTl,10例中3例

KA-E値は投与後,増悪傾向が抑えrr_,れた.今後.製

剤学的検討を含め,症例数を重ねることにより詳細に評

価を進める必要がある.

61肝細胞癌におけ る PIVKA-ⅠⅠLT)臨床的

意義
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肝細胞癌に対する診断ト_1的で proteininducedby
vitaminKabsence oralltagOnist-tl(PI＼･rKA-Ill
の測定を t.･ILISA 法にて行-,た.肝細胞癌38例中26倒

皮 (95%)はさと､)に i二昇 Lた.PIVKA.IIは AFP と
の相関関f糾よ認め1･､一打†⊂いもの〔つ.肝細胞癌の進行程度

ioteri.uol基を看する抗生物質し')常用鼠の段上亡は 1〕1＼∴

71術前腎悪性腫塙が疑われた乳児奇叶';陣の 1例
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奇骨錐fl:Lは小児固形腫壕のうち神経芽腫に次いで多い腫

将であるが.組織分配 悪性度,発生部位など多岐にわ

良性腫幕に分煩され 浸潤はない.今回.術前画像診断

では腎原発悪性腫壕が疑われ 手術にて腎と連続する巨

大な未熟奇形腫と判明した生後4ケ月の 1乳児例を経験

した.

本症例は組織学的(こも腎と連続 して腎原発も疑われる

うえ,腎開園 りンバ節にもゲりTT成分L/T)転移がみられ

稀な症例と思わJl報告する.

8)泌尿器癌患者i･こおける末梢Ifll中L'lLAK 前

駆細抱数および誘導される LAIく活性に対

す る手術の影響

-腎細胞癌を中心として-
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腎細胞癌を中山こ泌尿器科悪性鷹揚患者E.こ対して.LjゝK

前駆細胞である CD16+cD56十細胞数と末梢血単核球


